
キッズミュージカルキッズミュージカル

2017 4/16日

12:30開場  13:00開演1回目

◆一般：2,500円（当日2,800円）   ◆小・中・高校生、障害者手帳をお持ちの方：1,500円（当日1,800円）   ◆幼児：無料自由席

魚沼産☆夢ひかり
http: //yumehikari.com/index.html魚沼産☆夢ひかり会……E-mail: yumehikari2006@yahoo.co.jp《お問い合わせ》

主催：魚沼産☆夢ひかり会　共催：文京区／魚沼市　協力：英語芸術学校MARBLES

音楽：未来へつなぐメッセージ／May J. 「未来へつなぐプロジェクト」より

16:30開場  17:00開演2回目

入 場 料

スタッフ 《演出》小口真澄　《脚本》小口真澄、松森謙治　《振付･歌唱指導》清水裕明　《舞監》曽我英陽　《大道具》魚沼産☆夢ひかり会　《小道具》魚沼産☆夢ひかり会
《照明》いとうゆういち　《音楽》：宮内晃平　《衣装》富永美夏、魚沼産☆夢ひかり会

文京シビックホール 小ホール 東京都文京区春日1-16-21 
文京シビックセンター2F( 公財 )文京アカデミー   
TEL : 03-5803-1100

東京公演



東京公演東京公演

キッズミュージカルキッズミュージカル

会場のご案内

★第１回 2007年 3月…「オズの魔法使い」
★第２回 2007年10月…「ライオン王国」
★第３回 2008年 7月…「ピーターパン」
★第４回 2009年 8月…「ふしぎ列車で行こう！」

★第５回 2010年 9月…「ピノッキオの大冒険」
★第６回 2011年 9月…「アニーと仲間たち」
★第７回 2012年 9月…「サラとベイシラマナの森」
★第８回 2013年 9月…「かいじゅう島のボー」

★第９回 2014年 9月…「モモ」
★第10回 2015年 9月…「オズの魔法使い」
★第11回 2016年 9月…「心結び」

夢ひかりヒストリ̶
★第１回 2007年 3月…「オズの魔法使い」
★第２回 2007年10月…「ライオン王国」
★第３回 2008年 7月…「ピーターパン」
★第４回 2009年 8月…「ふしぎ列車で行こう！」

★第５回 2010年 9月…「ピノッキオの大冒険」
★第６回 2011年 9月…「アニーと仲間たち」
★第７回 2012年 9月…「サラとベイシラマナの森」
★第８回 2013年 9月…「かいじゅう島のボー」

★第９回 2014年 9月…「モモ」
★第10回 2015年 9月…「オズの魔法使い」
★第11回 2016年 9月…「心結び」

夢ひかりヒストリ̶

あの日は『魚沼産☆夢ひかり』まちにまった東京公演前日でした。東京へ向かうバスの中で震災に遭遇した夢ひかりの子供たちは東
京に入ることすらできず無念の思いで新潟に引き返さなければなりませんでした。子供たちはそれまで一生懸命練習し準備万端。保
護者は子供たちを支え、スタッフは東京ですでに仕込み完了。みんなが舞台成功を信じていました。しかし、自然の大きな力を前に
みんなの強い思いも通用しませんでした。公演中止が決定し、私たち一人一人の心の中に大きな穴がズド～ンっとあきました。それ
でも夢ひかりの子供たちは強かった。震災に遭遇したバスの中から東京にいる私たちスタッフや講師陣を気遣うビデオレターを送っ
てきてくれました。逆境の時こそその人の本質がよくわかります。自分たちの方が一番悔しかっただろうに…。スタッフや講師陣を
気遣い、また東北・福島の人たちを気遣う子供たちの強さ・大きさに何度目頭が熱くなったことか…。一年後の東京リベンジ公演ま
で私たちはいろいろなことを感じ・学びました。「舞台は奇跡」であること、「もう二度と戻らない今」を大切にすること、いつも隣
にいてくれる「仲間への感謝」を忘れないこと。そして思い続ければ「夢はかなう」こと。今回のお話はその実体験をもとに作られ
ています。私たちの大切な思いと共にいつも歌がありました。今回の作品のテーマ曲もたくさんの人たちの思いを繋げるメッセージ
が詰まっています。音楽の力・歌の力・そして演劇の力を借りて私たちの思いが伝わりますように…。　　　　　演出：小口真澄

演　出………小口真澄
脚　本………小口真澄、松森謙治
振付･歌唱指導…清水裕明
舞　監………曽我英陽
大道具………魚沼産☆夢ひかり会
小道具………魚沼産☆夢ひかり会
照　明………いとうゆういち
音　楽………宮内晃平
衣　装………富永美夏、
　　　　　　魚沼産☆夢ひかり会

《講師 ＆ スタッフ》

出演者
青木　のえる
浅井　梨花
井口　花音
井口　咲楽
井口　ゆめの
石田　勇一
石田　和栄
石田　正美
井手　美星
井手　美海
井手　清之風
井手　凛之空
岩井　杏

岩﨑　葵
太田口　結
小野塚　里歩
上村　初会
工藤　帆乃華
小杉　遥
小林　杏歌
小宮山　香純
小山　理樹
近者　明奈
佐藤　珠花
白井　琉嘉
白井　紗那

白井　愛海
杉山　誇和
鈴木　亜柚実
鈴木　大智
鈴木　紅葉
関　太陽
富所　依生
富山　壱佳
外谷　若菜
中島　湊
西山　千花
野上　花音
羽吹　好夏

笛田　静
笛田　千尋
松木　彩
山岸　永遠
横尾　未来
吉田　美紅

《ゲスト》
松森　謙治

講師からのメッセージ

★心結び～小学生編　作 : 小口真澄
分校の児童たちがミュージカル東京公演のため必死
で練習しますが震災で無念にも公演中止に。いつも
隣にいて支えてくれる存在の大切さ、遠く離れたと
ころにいても音楽が繋ぐ絆の強さを伝えるため田ん
ぼの精霊たち（タニシ、アメンボ、ホタル、カエル）
が夢をあきらめないようにと子供たちを励まし、勇
気づけます。 

★心結び～中学生編　作 : 松森謙治
小学校卒業記念に書いた20歳の自分へ宛てた手紙。
廃校が決まり15歳で開けることになったそのタイム
カプセルの中に、知らない名前の記された手紙が紛
れていた。この未来を描いたのは…未来とは？夢と
現実、大人と子供の間で揺れ動く15歳の心の隙間を
描いた物語。 

これまで夢ひかりの脚本を手がけてきた二人が同じ
舞台、同じテーマで描く、少し違う二つの物語。東
日本大震災復興支援ソング 『未来へつなぐメッセー
ジ』を基にしたオリジナルストーリー 。
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響の森文京公会堂

文京シビックホール
後楽園駅（東京メトロ）〒112-0003  東京都文京区春日1-16-21 

文京シビックセンター2F  （公財）文京アカデミー

TEL: 03-5803-1100
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●丸ノ内線４a・５番出口　●南北線５番出口［徒歩1分］

春 日 駅（都営地下鉄）●三田線・大江戸線　文京シビックセンター連絡口［徒歩1分］

都営バス ●春日駅前（文京シビックセンター前） ［徒歩1分］

《最寄りの交通機関》


